
現在、日本をはじめとした世界各国で、災害に強く、再生可能エネルギーにも対応する電力流通システム（スマートグリッ

ド）の構築が進められている。ただし、これを実現するには情報通信技術の活用が不可欠であり、新しい電力用通信ネット

ワークの研究開発が急務とされている。電力中央研究所 システム技術研究所では、スマートグリッドの基幹技術となる通

信ネットワークシステムの研究に約20名の研究者で取り組み、次世代の電力流通システムの実現に大きく貢献している。

　スマートグリッドには、電力網の

通信機能を活用してエネルギー需

要等をリアルタイムで監視し、効率

よく電気を送るシステムが必須と

なる。日本の電力流通網はすでに

スマートグリッド化が進んでいると

言われているが、太陽光発電など

の再生可能エネルギーの大量導入

やエネルギーの有効利用を図るた

めには、エネルギーの供給側と需

要側の双方向通信など、より高度

な通信ネットワークシステムが必

要とされている。さらに、災害に強

く、メンテナンス性に優れたシステ

ムを構築するための通信技術も求

められている。

　この研究領域のリーダーである

黒野氏は、電力設備の状態を監視

するセンサネットワーク技術の開

発を進めている。電力流通を支える

機器は定期的に補修・交換が行わ

れているが、機器の劣化は個々の

動作環境によって異なるため、より

効率的な保守体制の構築が望まれ

ている。各機器の劣化状況をセン

サで監視し、その情報を無線ネット

ワークで集約するシステムが構築

されれば、保守人員を増やすことな

く最適なタイミングで機器を修繕

できるようになり、大幅なコストダ

ウンにつながると期待されている。

　同研究所の大谷氏は、制御用通

信技術の国際規格適用について研

究を進めている。スマートグリッド

で利用される通信技術は国際規格

に則したものが望まれるが、国際

規格には数多くのオプションが用

意されているため仕様の策定は困

難を極める。電力会社からの要望

も多様であるため一元化は難しい

が、「誰もが使える最適なアプリ

ケーション」を開発すべく日々研究

に努めている。

　スマートグリッドの実現には、家

庭や店舗などに設置されたスマー

トメータと確実に情報を交換する

無線通信システムも必要とされる。

この設計支援について研究を進め

る宮下氏は、車両の通行等による

不確定要因を含め、「どういう状況

で通信が遮断されるのか?」を現実

の街並みに近い環境で評価試験し

ている。同時に、計算機シミュレー

ションを用いた検証により、確実に

繋がる無線通信システムの開発に

尽力している。

　一方、池田氏は、電力を送ってい

る電線を信号の伝送路としても利

用する電力線搬送通信の研究を進

めている。この技術は、マンション

内や遠隔地のように無線信号が届

き難い環境において、スマートメー

タの通信手段として活用できる。ま

た池田氏は、落雷から通信機器を

保護するための技術開発も行って

いる。具体的には、装置間を光ファ

イバケーブルで接続することで雷

電流を遮断する技術となる。こちら

は、山腹にある無線通信の中継基

地に応用できる技術として期待を

集めている。

　電力用通信ネットワークは、落雷

などの事故発生時に電力系統を守

る目的においても重要な役割を果

たす。システム技術研究所の副所長

であり、通信システム領域の前リー

ダーであった芹澤氏は、TCP/IP通

信の高速化に関する研究を今も継

続している。落雷事故から電力系統

を守るには、数十マイクロ秒の精度

で情報を送受信し、適切な箇所の

送電を瞬時に遮断するシステムが

必要となる。しかし、TCP/IP通信

ではミリ秒レベルの精度しか実現

できない。そこで「どうやったら従

来並みの精度を実現できるか?」に

ついて実証試験を進めている。

　また、TCP/IP通信の高速化を支

えるシミュレーションモデルの開

発も進められている。TCP/IP通信

はパケット化処理を要するため、従

来の通信方式と比べてリアルタイ

ム性が損なわれるという問題を有

している。同研究所の千家氏は、電

力用通信ネットワークの応答時間

を評価するために、通信機器の動

作過程を分析し、通信特性を正確

にシミュレーションできるモデル

の開発に取り組んでいる。

　スマートグリッドで用いられる

情報通信システムは制御用の通信

が多く、信頼性とリアルタイム性を

両立する技術が求められる。電力

中央研究所で開発された技術が、

未来の電力流通網の礎となる日も

そう遠くはない。
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